
様式第７号

事業報告書

コース □自主事業コース  □協働市民提案コース  ☑協働行政提案コース

事業名
若者地域参加活動創出事業

      ～若者の中間的就労支援はMammaCafeから～  

団体名 「倉敷のかあさん」MammaCafe

担当課 倉敷市教育委員会

1 事業の概要

事業計画書（様式第２号）の「４ 計画の概要と対象者」を転記してください。

2 アウトカム（成果）の達成状況

事業計画書（様式第２号）の「６ アウトカム（成果）」に対して，事業を実施する中で見えてきた成果があ

れば具体的に記入してください。

・不登校やひきこもり・ニート状態にある若者が、自信をつけるための体験ができる中間

的就労の場の企画・運営。また、他の団体との情報交換の場づくり。

・地域の高齢者、家族、単身者など誰もが参加しやすい場の継続。

・就労体験をしようとする。１時間３回の体験回数の設定をした。１時間なので、もう少

し長い時間働ける自信につながったようである。次も頑張れそうな自信につながっていっ

た。

・体験終了後も、働きたい意欲になり、作業所につながった。

学校に行きながら、休みの日などにアルバイトに来ている。

毎回箸袋作ることで、コツコツ積み上げることを経験し、大学受験に取り組んで合格す

る。内職を始めた、人もいる。

・「若者を語る会」への参加者同士の、情報交換ネットワークが、できた。チャットを利用

している。作品展や、ゲーム大会など、協力して開いている。SSWやひきこもり担当の保
健所の職員が、もう少し踏み込んだ支援を始めた。

・中間的就労体験ができる企業やお店などへ声掛けしている。

・このような若者たちへの理解者が、増えつつある。



様式第７号

3 アウトプット（直接の結果）の達成状況

事業計画書（様式第２号）の「５ アウトプット（直接の結果）」の「指標」及び「事業実施後の数値目標」を転記

し，事業実施後の達成状況を数値で記入してください。

（１）事業実施後の達成状況

（２）事業全体の達成度（自己評価）とその達成度にした理由

4 事業の課題と改善策

事業を実施する中で見えてきた課題と，今後の改善策を記入してください。

指標（転記）
事業実施後の

数値目標（転記）

事業実施後の

達成状況

・カフェでの就労体験

・カフェの利用者

・情報交換会

毎回４名

毎回３０名

年3回（参加１８団体）

毎回３～４名

毎回２５～３５名

年 3 回（参加２

０団体）＋臨時

回2回

達成度 その達成度にした理由

５

・目的の就労体験を中心に１時間から少しづつ体験をすることに重

きを置いた。１時間頑張ったことで、充実感をかんじて、またして

みたいという意欲に繋げることができた。

・カフェ利用者は、増えつつある。倉敷の観光に訪れる人が増えて

いる。地域の方々も毎回楽しみに誘い合わせてこられる。

・情報交換会は、参加者が増え、知り合いの関係者にも誘いあわせ

ている。不登校・引きこもり関係の支援者が集まり、色々な活動報

告をしたり、ゲーム大会や作品展などを一緒に企画・運営している。

カフェの運営は、観光客が多くなってきたこともあり、事業として成り立っていきつつあ

る。回数をこなせば、十分事業として成り立つと思われる。就労体験者への、アルバイト

代も１時間の経験で交通費程度の金額に設定したので、アルバイト代の資金の調達もどう

にか行けそうである。ただ、体験者が多い時は、関わるスタッフの人数も必要である。カ

フェのためのスタッフの確保も難しい時がある。両方の面から、ボランティアの方に参加

を依頼し、募集も募る。ただ、時間的配分や適応性が、これからの課題である。

《達成度》

達成度については，１から５の５段階で自己評価してください。

評価の目安は，計画通り達成できた場合を１００とし，１００以上が「５」，８０～９９が「４」，６０

～７９が「３」，４０～５９が「２」，０～３９が「１」としてください。



様式第７号

5 事業実施記録

実施した事業の詳細を記入してください。

実施内容 実施日時 実施場所
従事者

の人数

受益対象

者の人数

毎月 2回のカフェ開催 第 3、第 4日曜日 町家トラスト事務

所

3名

ボランテ

ィア 1名

アルバイ

ト 1名

アルバイ

ト体験3~4

名

体 験 2~3

名

若者について語ろう」情報交換会、第 8回 6月 17日 町家トラスト事務

所

3名

ボランテ

ィア 1名

アルバイ

ト 1名

参加者 16

名

「若者について語ろう」情報交換会、臨時回 8月 10日 住吉町の家「分福」 4名

アルバイ

ト 1名

参加者 15

名

「若者について語ろう」情報交換会、第 9回 10月 28日 町家トラスト事務

所

3名

アルバイ

ト１名

参加者 13

名

「若者について語ろう」情報交換会、第１０

回

「若者について語ろう」情報交換会、臨時回

2月 17日

1月 18日

町家トラスト事務

所

住吉町の家「分福」

3名

アルバイ

ト 1名

5名

アルバイ

ト 1名

参加者 15

名

参加者 18

名



様式第８号

収支精算書

1 収入の部

科目 予算額（円）※１ 収入額(円) 主な収入の内訳

受益者負担 18,000 9,300 若者の会参加費

会費からの繰入 89,000 2,856

その他 558,000 447,037 カフェ売上

市補助金 500,000 500,000

収入合計 1,165,000959,193（支出合計と一致）

2 支出の部

科目 予算額（円）※１ 支出額(円) 主な支出の内訳

人件費（会員）※２ 32,000 32,000 スタッフ人件費

交通費（会員）※２ 18,000 18,000 スタッフ交通費

人件費（ｱﾙﾊﾞｲﾄ等） 313,000 224,105 若者のアルバイト代

謝金（講師等） 10,000 15,000 ワークショップ謝金

旅費交通費（講師等） 24,000 23,500 アルバイト体験、ボランティア交通費

消耗品費 80,000 55,317 カフェ、事務印刷物などの消耗品

印刷製本費 65,000 57,240 チラシ、制作

通信運搬費 5,000 738 案内送付代

保険料 2,000 0

使用料・賃借料 72,000 72,000 カフェ開催場所使用料

書籍費 0 3,871 資料など書籍購入

対象経費計 621,000 501,771

食糧費 266,000 211,322 カフェ仕入食材

人件費 228,000 246,100 スタッフ人件費

その他 50,000 0

対象外経費計 544,000 457,422

支出合計 1,165,000959,193（収入合計と一致）

※１：予算額は申し込み時に提出した様式第３号の内容を転記してください。

※２：会員に支払う人件費と交通費の合算額は，対象経費計の１割を上限とします。


